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仙台市八木山動物公園長

　

金集 隆幸

　　　　　　　　　　　　　

ＫＡＮＡＴＳＵＭＩ下ａｋａｙｕｋｉ
ＤｉｒｅｃｔｏｒｏｆｓｅｎｄａｉＹａｇｉｙａｍａＺｏｏ１０ｇｉｃａＩＰａｒｋ

　

マダガスカル共和国は、キツネザルやカメレオンなど多くの固有種が生息する貴重な自然の宝庫です

が、急速な森林の伐採などにより希少性の高い動物たちが絶滅の危機に瀕していま玄

　

八木山動物公園は、２００７年にチンバザザ動植物公園ど協力協定を締結し、事業のパートナーである

宮城教育大学とともに、マダガスカルの希少動物の保全に取り組むチンバザザ動植物公園への支援を

行ってきました。

　

２００８年から２０１０年までに実施したフェーズ１に続き、今回も」ＩＣＡ草の根技術協力事業を活用し、「動

物園を拠点とする生物多様性保全のためのＥＳＤプｏジェクト（ＶＯＡＲＹ）」を２０１７年から３年間にわたっ
て実施しました。今回のプｏジェクト（フェーズ２）では、チンパザザ動植物公園に対する動物の飼育管理

や環境教育の技術指導‐キツネザルの生息地における環境保全教育や各動物園の連携強化などの取組

みを行い、さらにチンパザザ動植物公園における今後１０年間のＥＳＤ関連の取組みをまとめたアクション

プランを策定することができました。

　

今後、このアクションプランが着実に実行され、マダガスカルの生物多様性保全に寄与することを期待

するとともに、引き続き当園としても支援を行ってまいりたいと存じまま
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表紙の動物紹介 Ｗｈａｔｉｓｔｈｅａｎｉｍａｌ？！

種

　　

名：カソムリキツネザル

　

Ｃ
撮影場所：チンバザザ動植物公園
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マダガスカル北部の森林に生息するキツネザル。額のオレンジＶマークが冠
のようにみえる。
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生物多様性と人間

　

豊かな生物多様性は人類の生存の基盤です。水や空気、
衣食住の消費財、気候変動の緩和、環境汚染の浄化、文化や

芸術までが、生物多様性が織りなす地球の生態系によって

生み出されてし、ます。

　

しかし生物多様性は、地球上に均等に分布しているわけ

ではありません。地球上の種の大部分は「メガダイバーシ

ティの国」と呼ばれる１７の国に偏在しており、優先的にこれ

らの１７カ国の自然を守ることが重要だとされています。その

中でもマダガスカルは、国民の生活文化の発展を示す「人間

開発指数」が国連１８９ヶ国中１６２位と低く、国民の多くが電気

や水道、ガスなどのエネルギー供給を受けることなく困難な

生活を送っています。また、すでに森林の８～９割が野焼き・

伐採などにより消失しており、自然を守れというだけでは、
人々 は暮らしていくことができません。

　

・′

マダガスカルの持続可能な未来をめざして

「進化の実験室」と呼ばれた島
ＡｎｌｓｌａｎｄＣａｌーｅｄ″ＴｈｅＬａｂｏｒａｔｏｒｙｏｆＥｖｏーｕｔｉｏｎ″

アフリカ大陸から東におよそ４００キロ。マダガスカルはイ

ンド洋に位置する世界で４番目に大きな島です。美じいバオ

バブやラン、カメレオン、見たこともない不思議な生き物の

姿……。マダガスカルは、世界の生物多様性の宝庫として知

られています。
マダガスカル島は今から８，８００万年ほど前にインド亜大陸

から切り離され、他の地域との遺伝的な交流を絶たれた生

物が、独自の進化を遂げてきました。これが、マダガスカルが

「進化の実験室」と呼ばれる由来です。マダガスカルの動植

物種は、ほとんどが固有種（他地域で見られない）であるこ

と、遺伝的な独自性が高いことが特徴です。 ゴミ窪も詳二デーキ
　 　　

　

　

　

　

マダガスカル
ＭＡＤＡＧＡＳＣＡＲ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

ＴｏｗａｒｄｔｈｅＳｕｓｔａｉｎａｂｌｅＦｕｔｕｒｅｏｆＭａｄａｇａｓｃａｒ

マダガスカルの動 物 園

　　　　　　　　　　　　　

Ｚ。。 。ｆＭ ｄ嶋撒訂

動物園は、種の保全・教育・研究・レクリエーションと

いう４つの使命をもっており、生物多様性を保全し市民に

その成果を還元する場所だと言えるでしょう。種の保全には、
絶滅危倶種の本来の生息・生育地の自然環境を回復するこ

とによって個体数を回復させる方法（域内保全）と、生育・

生息地の自然環境の回復を行うのが困難な場合、いったん

動物園のような場所にその種の個体を移動して繁殖させ、
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クロキツネザル（メス）

わたしたちとマダガスカル

マダガスカルニチニチソウから抽出された抗がん
剤は、世界中で使われています

　

日本人にとってマダガスカル共和国は遠い国のように思えますが、電池にも使われ

てし、るニッケルやコバルトのような鉱物、バニラ・エビ・繊維類などの農産品は私たち

の身近に存在しています。その一方で、マダガスカルでは多くの国民が電気も水道も

ない日々 の暮らしを送るために森林資源を使ってし、ます。私たちの暮らしは目に見え

ない遠い国の人々 の暮らしによって支えられ、結

果的にそのことが、地球上の生物多様性の喪失に

つながっているのです。

　

マダガスカルの生物多様性保全のために、動物

園を通じてどんな協力ができるでしょうか。私達は

チンバザザの皆さんと議論を重ねた末に、チンバ

ザザが「よりよい動物飼育繁殖技術を得ること（域

外保全）」「よりよい展示教育を行えるようになるこ

と」に加えて、「絶滅危恨種の生息地に住む人々 の

生活向上と森林保全の両立を支援すること（域内

　　

．；
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保全）」を目指して、活動することになりました。

　　　

ラフィア（天然繊維）の生産

ＭａｄａｇａｓｃａｒａｎｄＵｓ

本来の生育・生息地への再導入に備える方法（域外保全）
があり、八木山動物公園もこれに取り組み成功した事例が

あります。

　

首都アンタナナリボに位置するチンバザザ動植物公園は

国立の歴史ある動植物園として、絶滅の危機に瀕する動植

物の飼育栽培や展示、多くの研究を行い、４つの使命に取

り組んできましたが、同時にたくさんの課題も抱えています。

　

Ｒｉ〔ｈｂｉｏｄｉｖｅｒｓｉｉｓｉｎｄｉｓｐｅｎｓａｂｌｅｆｏｒｈｕｍａｎｉけ．Ｗａｔｅｒ，ａｉｒ，〔１ｏｔｈｉｎ９ａｎｄｓｈｅーｔｅｄｉｍａｔｅ〔ｈａｎ９ｅ
ｍｉｔｉｇａｔｉｏｎ，ｅｎＶｉｒｏｎｍｅｎｔａ１Ｐｏ１ｌｕｔｉｏｎＰｕｒｉ行〔ａｔｉｏｎ，〔ｕｌｔｕｒｅａｎｄａ忙ｈａＶｅｂｅｅｎｃｒｅａｔｅｄｂｙｔｈｅｎａｔｕｒｅｏｆ
ｔｈｅｅａｒｔｈ，ｗｈｉ〔ｈｉｓｗｏｖｅｎｂｙｂｉｏｄｉｖｅｒｓｉ．

　

Ｂｉｏｄｉｖｅｒｓｉけすｓｎｏｔｅｖｅｎｌｙｄｉｓｔｒｉｂｕｔｅｄｏｎｔｈｅｅａｒｔｈ．Ｍｏｓｔｏｆｔｈｅｓｐｅｃｉｅ～ｏｎＥａｒｔｈａｒｅｕｎｅｖｅｎｌｙ
ｄｉｓｔｒｉｂｕｔｅｄｉｎ１７〔ｏｕｎｔｒｉｅｓ〔ａ１１ｅｄ″Ｍｅ９ａｄｉｖｅｒｓｅ〔ｏｕｎｔｒｉｅｓ′′．１ｎｐａｎｉ〔ｕ１ａＭａｄａ９ａｓｃａｒｈａｓａ１ｒｅａｄｙーｏｓｔ
８０ｔｏ９０％ｏｆｔｈｅｆｏｒｅｓｔｄｕｅｔｏｓ１ｕｓｈ‐ａｎｄｂｕｒｎａｎｄｌｏｇｇｉｎｇ，ｗｈｉ１ｅｉｔｉｓｏｎｅｏｆｔｈｅ〔ｏｕｎｔｒｉｅｓｗｈｅｒｅｔｈｅ
Ｐｅｏｐｌｅａｒｅｌｉｖｉｎｇｅｘｔｒｅｍｅｌｙｄｉ桁ｃｕｉｔーｉｖｅｓ．Ｐｅｏｐｌｅ（ａｎｎｏｔーｉｖｅｉｕｓｔｂｙｐｒｏｔｅｄｉｎ９ｎａｔｕｒｅ．

マダガスカルは世界最大のバニラ産地
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薪を集める少年
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チンバザザ動植物公園は、生物多様性の保全を通じて
マダガスカルの持続可能な社会づくりに貢献することを

目指しており、八木山動物公園と宮城教育大学は２００８年
以来、チンバザザの技術向上を支援しています。
」ー（Ａ事業としては、「自然環境保全に係る環境教育実践

プログラム研修」（２００８‐２０１０）を実施し、動物飼育・衛生

管理や環境教育の技術研修を行いました（フェーズ「）。
２０１８年には、本事業を」ー（Ａ事業のフェーズ２として開

始しました。
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プｏジェクトにつ いて ＡｂｏｕｔｔｈｅＰｒｏｊｅｃｔ わたしたちについて

八木山動物公園

八木山動物公園は仙台市立の公立動物園で、飼育動物
は約１３０種５６０点、職員数５７名、年間来園者数約５８万人

の動物園です。
動物を展示して市民の皆様に楽しんでいただく他に、

シジュウカラガン羽数回復事業やアフリカゾウ、スマトラ
トラ、クロサイなど絶滅が危倶されている動物の保全繁殖

に取り組んでいます。
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八木山動物公園外観

　　　

インコのフリーフライト

宮城教育大学

　

フェーズ２（ＶＯＡＲＹ）ではＥ５Ｄ（持続可能な社会づくり教

育）を目指して動物園を飛び出し、域内保全活動モデル地

区での域内保全活動（野生動物生息地域での生息環境の
保全）にも取り組むことや、持続可能な社会づくりに向け
たチンバザザ動植物公園の行動計画の策定など、さらな
るレベルアップを行し、ました。

　

プロジェクトの愛称「ＶＯＡＲＹ」はマダガスカル語で「多
様性」を意味してし、ます。
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国立大学法人宮城教育大学（所在：宮城県仙台市）は１９６５
年に創立されました。職員数２９６名、学生総数はおよそ１７００名

弱。教員養成大学としての活動の一環として、教材開発研究
や、国内外の環境教育・Ｅ５Ｄ事業に取り組んでいます。
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チンパザザ動植物公園は、マダガスカルの高等教育省が

所管するマダガスカル唯一の国立動物園です。マダガスカ

ルでは「進化の実験」を目撃しようとやってくる海外の観光客

のための動物園が増えています。一方チンバザザ動植物公

園は、首都のアンタナナリボに位置し、もともと王室の所有

地であった庭園を使い、フランス政府によって１９２５年に設立

されました。年間４０万人が訪れる市民の憩いの場であり、マ

ダガスカル島に生息する絶滅が危倶される動物種の保全に

取り組んでいます。

　

動植物の展示だけでなく、すでに絶滅した種の標本を多

数含む自然史博物館、民族学博物館を併設しています。チン

バザザ動植物公園を訪れた日本人のマダガスカル島自然誌

研究者も数知れません。健康で幸福な飼育動物を適切に繁

殖管理し来園者への教育サービスに用いることは、動物園

の基礎となる機能です。しかし限られた条件の中で行われる

活動は非常に困難で、チンバザザ動植物公園はたくさんの

課題を抱えています。
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キツネザル類を中心としたマダガスカル特有の唖乳

類・鳥類・腿虫類の飼育管理、繁殖、展示のほか、併設の博

物館施設や植物園では、貴重なバオバブの幼木や、ラン、
地方によって変化に富んだヤシの展示も行っています。
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仙台市八木山動物公園と宮城教

育大学が共同事業体を結成し、チン

バザザ動植物公園をパートナーとし

て事業を行し、ました。モデル地区デ

ンジアマンギーラナでは、地域で域

内保全活動を行ってきたＮＧＯである

ＭＡＦ（マダガスカルアイアイファン

ド）の協力を得て、活動が行われまし

た。３年間に渡るプロジェクトを管理

運営するために、マダガスカルで関

係者が集う運営委員会・実施部会を

継続的に開催しました。

　

Ｙａ９ｉｙａｍａＺｏｏｌｏｇｉｃａＩ

　

Ｐａｒｋ

　

ａｎｄ

　

Ｍｉｙａ９ｉ
ＵｎｉｖｅｒｓｉけｏｆＥｄｕ〔ａｔｉｏｎｆｏｒｍｅｄａｊｏｉｎｔｖｅｎｔｕｒｅ
ｔｏｉｍｐーｅｍｅｎｔｔｈｅｐｒｏｊｅｃｔｗｉｔｈＰＢＺＴａｓｔｈｅ
〔ｏｕｎｔｅｒｐａｎ．

　

ーｎ〔ｏ－ｌａｂｏｒａｔｉｏｎ

　

ｗｉｔｈ

　

ＭＡＦ
（Ｍａｄａｇａ５ｃａ「ＡｙｅａｙｅＦｕｎｄ），ｗｈｉｃｈｈａｓｂｅｅｎ
ｗｏｒｋｉｎｇｏｎｃｏｎｓｅ～ａｔｉｏｎｗｉｔｈｌｏｃａ１ｐｅｏｐ１ｅｏｆ
Ａｎｊｉａｍａｎｇｉｒａｎａｆｏｒａｌｏｎｇｔｉｍｅｈｅｐ「ｏｊｅｄ
ａｄｉｖｉｔｉｅ～ｉｎＡｎｊｉａｍａｎｇｉｒａｎａａ５ａｍｏｄｅｌｚｏｎｅ
ｗｅｒｅｃａｒｒｉｅｄｏｕｔ．ｏｐｅｒａｔｉｏｎｍａｎａｇｅｍｅｎｔｗａｓ
ｄｏｎｅ

　

ｂｙ

　

ｔｈｅ

　

ｓｔｅｅｒｉｎｇ

　

ｃｏｍｍｉｎｅｅ

　

ａＦ１ｄ

　

ｔｈｅ
ｔｅｃｈｎｉｃａー

　

ｓｕｂｃｏｍｍｉ代ｅｅ， ｗｈｉｃｈ

　

ｗｅｒｅ

　

ｈｅｌｄ
ｐｅｒｉｏｄｉｃａ１ｌｙｄｕｒｉｎｇｔｈｒｅｅｙｅａｒｓｏｆｔｈｅＰｒｏｊｅｃｔ．八木山動物公園

　

ＹａｇｉＶａｎ～ａ乙００ｌｏｇｉｃａ．

　　　　

Ｐａｒｋ

〇 惑



プｏジェクトの道しるべ

　

　　 　

　　　　

　　
ヨー÷自主三！！Ａｉ－．－－－’－－－－－－－－ｉ－－－－－－［

ＳＴＡＲＴ

　

達成を目指す

　　

３つ の 目 標

Ｔｈｒｅｅ

　

Ｔａｒｇｅｔｓ

　

ノ

　

′

　　　

′

　

ノ

　

ー

　　

－－

　

ノノ

　

ー－

　

－．、－

　

－．－ノ

　　　　

ー一一一一！
　

　

　 　 　　
　　　

　　

　

　　

　　
　　　　　　　　

　　
　

　　　　

　
　　

１こ

　　　

そ
　
　

　　　　

　

　　
　　　

　

　　　　

　

ＰｒｏｊｅｃｔＧｕｉｄｅ

，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

，」も

　　　　　　　

．
ヒ

　

　　　

　　　　　

　　 　

　　　

　

　

　

　　　　　　　　

　 　

　　

　

　　

　

　　　　　　

　
　　　　　

　

　　

：－ －Ｊ

　　　　　　

亡
一 三 ド

１ト
ー

　　　　　　　

（
ｒ－

Ｌ
コ

　
　　　

　

　
　 　 　

　

　

　

　

　

　

　

　　　
　

　

　
　　　 　　　　　

　

　

　
ｉ

　

－

　

－

　

ー

　

－

　

－

　

－

　

－

　

－

　

－

　

ー

　

ー

　

－

　

－

　

－

　

－ －

　

－

　

■

　

－

　

－

　

■

　

ー

　

■

　

－

　

■

　

－

　

こ

本邦研修専 門 家 派 遣

　

・

　　　　　

－

　　　

－ｒｌ

　　　　　　　課題解決にむけて技術移転

　

Ｌ－
－ヒ メ欝傘

キｉ－」：ふ二ｒｒ・式を行いました。

　　　　　　　　　　　　　　

　　　　

　　　　　

　 　　
　　　　　　　　　　ゑ郵零箆顧 冨

‘
ー
ー
誓ｌｅ・ｒ， トー ｝ －．

・ 三畝

　　　

　
　　　　

　 　 　　　

　

　　
驚けて技術移転じ選；ゴー導き耕三どじ｝轡ミメ

　　

が専門家として現地に赴き、

　

ーｒ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

Ｆ‐・

　　　　　

，

　　　　　　　　　　　

　

　　

　

　　　　　　　　　　　　　　

　

　　

　

　　　

　

　　　　　　

　

　

　
　
　　　　　　

　　　

　

　　

　

－さぞ一幸ミニ愛書ミ
ー －－ 蝋起さ；どきにメ′・

　　　　　　　　　　

ｒ

　　　　　

．，、

　　　

－－
，
ーー‐一一ヤー．ｒ，’

′

　

．一

　

．一

　

一

　　　　

‘

　　　　　　

， き・．．
，

　　　　

・ｒ
１一ｒ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

ん′

　　

ＤｉｓｐａｔｃｈｏｆＥｘｐｅｒｔｓ

　　　　　　　　

　　　

　　

　　　　　　　　　　　　 　　

　　 　

　 　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

’‐

　　　

Ｍａｄａｇａｓ〔ａｒａｓｅｘｐｅｎ：Ｓ，ａｎｄｔｒａｎｓｆｅｒｒｅｄｓｋｉ１ーｓａｎｄ

　　　

　　　

　　

　

　 　

　　　

　　

　 　 　 　
　　

　

　　　　　　　　　　　

　

チンバザザ動植物公園やモデル地区アンジアマンギーラ

ナからは、３年間を通じてプロジェクト活動を現地で推進す

るキーパーソン延べ２０名が日本を訪れ、先進施設の視察や

技術の習得、ディスカッションなどを通じて必要な技能や知

識を獲得しました。

～， －－．

メ
ドＥぐ （十「舞

子『もニー

　　　　　

メ

　

耐－

ＯＬ

　

き

脳ｉｎｉｎｇｉ－－

　　

「

　　

三十 三・

　

ナ メ鴇 べ きき．も

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　
　

　　

　

　　　

　

　　　　　　

　

　

　　

　 　　　
　 　　 　 　

　

　

ＧＯＡＬ
ＮＥＸＴＳＴＡＧＥ



目標①の達成に向けて
チンバザザ動植物公園でＥＳＤを実施する人材や体制が整う

Ｈｕｍａｎｒｅｓｏｕｒｃｅｓａｎｄｓｙ５ｔｅｍｆｏｒｉｍ ｅｍｅｎｔｉｎｇＥＳＤ，ｅｄｕｃａｔｉｏｎｆｏｒｓｕｓｔａｉｎａｂｌｅｄｅｖｅｌｏｐｍｅｎｔｉｓｅｓｔａｂ１；ｓｈｅｄａｔＰＢＺＴ．

飼育技術研修

　

Ｔ‘Ｍ鐙－庇ｍｍｇ

　

ｆ。 Ａｍｍ“ＩＨ・ぬ鎖ｄｙ

飼育管理技術向上のため、職員を対象として様々 な研修を行いました。

ｌｎｏｒｄｅｒｔｏｉｍＰｒｏｖｅｂｒｅｅｄｉｎ９ｍａｎａ９ｅｍｅｎｔｓｋｉ１ｌｓ′Ｖａｒｉｏｕｓｔｒａｉｎｉｎ９５ｗｅｒｅ９ｉｖｅｎｔｏＰＢＺ「５ｔａｆＦ５．

．戸ｒ‐‐ｒ－：－
ｒ，戸「‐‐一，二～

飼育環境の維持管理に必要な物を入手しやすい材料で作製できるように
なりました。

ＲｅｎｏｖａｔｉｏｎｏｆＦａｃｉｌｉｔｉｅｓｆｏｒＬｅｍｕｒｓ

』．，

　　　　　　　

、 －

　　　　　

・１
当‐，

　　　　　　　　　　　　　　

‐「

　　　

　　　　　

　　　

　　　　　　　　
　　　　　　 　 　　　　　　
　　　　　

　　　

　　

　

　　　　
　　　　　　

　　　

　

　

　　　　

へ り．逐一

個体群管理技術研修では、パソコンを活用し動物の出生や死亡を電子
データで管理できるようになりました。

施設改修

来園者が展示動物により興味を持てるよう、魅力

的な展示場へと協同で改修を行いました。

　

Ｔｈｅｅ×ｈｉｂｉｔｉｏｎｓＷｅｒｅｕＰ９ｒａｄｅｄｔｏｂｅｍｏｒｅａｔｔｒａｃｔｉｖｅｓｏｔｈａｔ
ｖｉｓｉｔｏｒ５（ａｎｂｅｍｏｒｅｉｎｔｅｒｅ～ｔｅｄｉｎａｎｉｍａ１５．

滋講評も希書きｌｒ
一‐、－

　

」

ーで
蟹
枇
糧

ー－

　　　

－

　　

．
話

ご
な

　　　　

　
　

　
　

　　　　

　
　
　　　

　
　

　

　
　　
　
　　
　　
　

の
換

　　　　　　　　　　　　　　

・．

・二
十

アイアイ駿顛 に
－Ｆ一

　

ｒべきミーもぐ‘

島の拡張と整備も計画された

－

　

－」

　　　

ｒ…ず

　　　　　　

～▲誰 ；

　　　

ｒ＼ ：〆～

　

ー

　　　　　　　　　

　　

も
ぎ な． べく，． ； ノ

　

ん

Ｊ， －－．．一

　　

．

　　　

▼ノウ

ｔ「

　　　　　　　

，

　　　　　　　

．

　

、

　　　　

、

　

，．・、・ー

　　

１

　　　

ー

　

．

　　　　　

・

　　　　　　　　　　　　　　　　　

‐

　

１

　　　　

．

　　　

・

　　　　　　　　　　　　　　　　

ノ
　　　

　　　　　

　　

　　

　

　　　　

　

　　　　　　　　　　

　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

」

　　　　

．

　　　　　　　

ー

　　　　　　　　　

・

　　

‘

　　　　　

－‐

　　　　　　　　　　

、

　　　　

．－－‐

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

馨

　

，

　　

ー

　

：≠γ，、－

　　

」Ｔ．一・′「、；－ア

　　　

ー、‐’ｔ，帽”Ｌ斎、“．

　

、．ｒ十′

　　　

Ｖ

　　　　　

ラー一言

　

‐

　

◆

　

－－

　　　　　　　　　　　　

′

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

．・ー　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　

　　　　　　　　　　　　　

　

　　　　　　　　　　　

　　

　　　　　

　　

　

　

：」－．‐
ー〉

　　　　　

ー

　

‐

　　　　　　　

．

　　　　　

・

　

ニ

　　

ー

　

－

　

．

　　　　　

Ｌ

ｌｎｉｔｉａｔｉｖｅｓｔｏ ＡｃｈｉｅｖｅｔｈｅＴａｒｇｅｔｌ

教育技術研修

　

持続可能な社会づくりの能力育成（Ｅ５Ｄ）のための

様々 な研修を行い、教育活動の質の向上を図りました。

　

Ｖａｒｉｏｕｓｔｒａｉｎｉｎ９ｐｒｏ９ｒａｒｍｆｏ「（ａｐａｄｔｙｂｕｉｌｄｉｎｇｆｏｒｔｈｅ（ｒｅａｔｉｏｎｏｆ
ｓｕｓｔａｉｎａｂｌｅ

　

ｓｏｄｅｔｙ

　

ｗｅｒｅ（ｏｎｄｕ（ｔｅｄ，ｔｏ

　

ｉｒｎｐｒｏｖｅ

　

ｔｈｅ

　

ｑｕａｌｉｔ：ｙ

　

ｏｆ
ｅｄｕｃａｔｉｏｎａｌａ〔ｔｉｖｉｔｉｅｓ．

来園者や学校向け
教育プログラムを開発改善しました。

　　

・い

　　　　　

“

　　　

．
バメー＼～′」
ｇ』も

．

　　

＃

　　
　　

　　

　

　　　

　　　　　

森林保全につながる改良カマドについての学習展示。

動物の生態や生息環境も伝えられるように展示解説版のリフレッシュを行
いました。

　　

　　　　

　

－
」

；・

　　

ノ１

　

，ｒ

ＴｅｃｈｎｉｃａＩＴｒａｉｎｉｎｇｆｏｒＥｄｕｃａｔｉｏｎ

一・ １
ー

　　　　　　　　

，

　　　　

５ＤＧＳ（持続可能な開発目標）ワークショップ。これからの動物園活動をデザ
インしました。

ー
窟＃・・，一幅

　

Ｌ

　　　 　　　　　　
／ｒｒ

ｒ小言ニーズ；ーミ．一
．
ノ

プロジェクトを通して作成した学習ガイドブックとリーフレット３種

一．詩
‘

〇 薄



目標②の達成に向けて【ロ
】
「
十
十
十＼

域内保全活動モデル地区における住民のＥＳＤ活動の実施体制づくりを支援する
ＰＢＺＴ

　

ｈｅｌｐｓ

　

ｅｓｔａｂｌｉｓｈ

　

ｔｈｅ

　

ｓｙ５ｔｅｍ

　

ｔｏ

　

ｉｍｐ１ｅｍｅｎｔ

　

ＥＳＤ

　

ａｃｔｉｖｉｔｉｅｓ

　

ｂｙ

　

ｒｅｓｉｄｅｎｔｓ

　

ｉｎ

　

ｔｈｅ

　

ｍｏｄｅｌ

　

ｄｉｓｔｒｉｃｔ・，ｈａｂｉｔａｔ，ｏｆ
ｅｎｄａｎｇｅｒｅｄｗｉｌｄｌｉｆｅＬａｓｏｎｅｏｆｔｈｅｍｅａｎｓｏｆｉｎ‐ｓｉｔｕｃｏｎｓｅｒｖａｔ－ｏｎ，

１

　

榊１^

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

ー－

　　　　　　

－－

　　　　

－

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

ノＩ

ＬＩＦＥモデルによる研修活動

域内保全活動モデル地区アンジアマンギーラナで、誰でも参

加できる研修の提供を目指す「ＬＩＦＥモデル」とよばれる手法を活

用して改良カマドと植林の普及啓発を行い、域内保全（野生生物

の本来の生息域の自然保全）に取り組みました。

　

ｌｎＡｎｉｉａｍａｎ９ｉｒａｎａ，ｔｈｅｍｏｄｅｌｄｉｓｔｒｉｄ，ｗｅｕｓｅｄａｔｅ〔ｈｎｉｑｕｅ，～ｏ（ａｌ１ｅｄ″ＬーＦＥｍｏｄｅ１”，
ｔｏＰｒｏｍｏｔｅｔｈｅｕｓｅｏｆＫａｍａｄｏａｎｄ

　

ａ作ｏｒｅｓｔａｔｉｏｎ′

　　

ｗｈｉ〔ｈｗｉ！１ｌｅａｄｔｏ

　

ｉｎ～ｉｔｕ
（ｏｎｓｅ～ａｔｉｏｎ（ＰｒｅｓｅＭｎ９ｔｈｅｎａｔｕｒａーｈａｂｉｔａｔｏｆｗｉｌｄ１ｉｆｅ）．

●

　　　　　　　　　　　　　　

ー
　　　ｒ
Ｅ
Ｅ
Ｌ
ｒ
繕

さ●｝′・ラード‐メドキミ‘きき． －
‘．・・－．ｒ

　　

．＼

彰
一一／－

－蝋 と
／る唖き気前ｉ

　　　 　

　

　

　　　　　　　　　　　　　

　　　

　

　

　　　

　　　　　　

　

　

　

　　　　　　　　　　　　　　　　　

，．「．も

　

ノ

　

ー

　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　

　　

　

」５ん 」－」－

　　　　　　

改良カマド講習会の見学者

　 　 　 　　
　 　　

　　

　

　　

　　　　

　

　　　　　　
　
　　　　　

　　　　　　　

，

　　　

，

　　　　　　　

．

　

・［－－

　

－

　　　

ヒ
，

　　　　　　　

　

　

　　　
　　　 　

　

　　

　　　　　　　　　　　　　　　

　

　　

　

　

　

　

　　

　　　　

　　　

　　　

　　

　

　　　

　

　　　

　
　　

　 　 　 　 　

そ
ぎ溝
ミ

育苗についての実践研修

Ｔｒａｉｎｉｎｇａｃｔｉｖｉｔｉｅｓｆｏｒｔｈｅーｏｃａｌｓｃｈｏｏｌｓ

密議塞ぎ…ＴｒａｉｎｉｎｇｕｓｉｎｇＬＩＦＥＭｏｄｅＩ

ＬーＦＥモデルの研修概念図
（出典：マダガスカル国ムララノクロム総合環境保全・農村開発促進

　　　

手法開発プロジェクト

　

ＬＩＦＥモデルユーザーズマニュアル）

「′ｒ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

・、＼

‐テ
コ
一

　

三
ーー ÷ 「

　

テ
ーご

‐

＼

　　

‐，，，

　

ー

　　　　

′．・－・

　　

，，′，
．轡；′，．二二

　

′

′

　

－－
，，

三

　

三 －
－二三マデ

ノー

ｌｎｉｔｉａｔｉｖｅｓｔｏ ＡｃｈｉｅｖｅｔｈｅＴａｒｇｅｔ２

薪をたくさん使用してしまう
従来の煮炊きの様子

改良カマド

改良カマド

　

マダガスカルでは、電気・ガスなどのインフラが未整備の

　　　

Ｋａｍａｄｏｈａｓｈｉ９ｈｔｈｅｒｍａｌｅ祈ｄｅｎ ａｎｄ〔ａｎｒｅｄｕ〔ｅｔｈｅａｍｏｕｎｔｏｆ

地域も多く、住民は薪を使って調理をしています。調理の隙

　　

行ｒｅｗｏｏｄｕ～ｅｄｆｏｒ〔ｏｏｋｉｎｇ．Ｒｅｄｕｄｎｇｔｈｅｕｓｅｏ爺ｒｅｗｏｏｄｗｉｌ－ｈｅｌｐｐｒｅｖｅｎｔ

に、熱効率が高く、薪の使用量を削減できるカマド。住民が

　　

ｄｅｆｏｒｅｓｔａｔｉｏｎ．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

ｌｎＶＯＡＲＹＰｒｏｊｅ〔ｔ，ｓｔｒｏｎ９Ｋａｍａｄｏｗａｓｉｎｖｅｎｔｅｄｕｓｉｎｇ１ｏｃａｌ１ｙａｖａｉーａｂｌｅ
森林から切り出す薪の量が減れば、地域の森林伐採を防ぐ

　　

ｍａｔ≧ｒｉａーｓ，ａｎｄｔｒａｉｎｅｒｓｗｏｒｋｅｄｔｏｓｐｒｅａｄｉｔ．
ことにつながります。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

Ｔｈｅｔなｉｎｉｎｇ９ｏｔｈｉｇｈｉｎｔｅｒｅｓｔｏｆ１ｏｃａｌｐｅｏｐｌｅ，ａｎｄ行ｎａ１ｔｙｔｈｅｒｅｗｅｒｅ

　

住民の関心が高く、普及啓発により多くの家庭でカマド

　　

ｍａｎｙｆａｍｉｌｉｅｓＷｈｉ〔ｈｅｑｕｉｐｔｈｅｉｒｏｗｎＫＡＭＡＤ０ａｔｈｏｍｅ危ｒ〔ｏｏｋｉｎ９．

が使われるようになりました。

　　　　　　　　　　　　　　　　

ｒ－「『

　

，

植 林

　　　　　　　　　　　　　

ー－

　

；

　　　　　　　　　
　 　　　

　　　

ｇ＃塞ぎ－

伐採しなければ生活できませんでした。そこで、地域の目

　　

ｉ

然林を構成している在来種と合わせて、薪炭材に使用で

　　

ｒ

きる生育の早い樹種や果樹などの植林の研修を行いまし

　　

′

た。研修時には、森が土砂流出を防ぐ役割などについて

　　

ノ

　　　　　　　　　　

ー
の普及啓発も行し、ましたＯ

　　　　　　　　

Ｌ，－
－嘉さ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

１
・郭 “

　　

」ｆ
／ヘリ も

－

　

， 一

喜…ｏ暮葛雲霧曇轟き禦ｉＥ」－滋謙遜勧
学校向け研修活動

　　　　　　　　　
　

　

　　　　　　

　

　 　 　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　
；；＝ｎ雪ａニ騒ごーｏ…・， ビ キニゴー．

～ 」－－』″ｅｎｖｉｒｏｎｍｅｎｔａ［ｃｏｎｓｅ～ａｔｉｏｎ．

土壌流出実験の研修

　

　

　　　
・、

　　　　　　　

．・－－－－ノ

錆，三 塚・吟

　

仁＝辞す； ‘ミニ－ －靴”

風

穆



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

ｌｎｉｔｉａｔｉｖｅｓｔｏ ＡｃｈｉｅｖｅｔｈｅＴａｒｇｅｔ２

アンジアマンギーラナのこれから ＦｕｔｕｒｅｏｆＡｎｊｉａｍａｎｇ１ｒａｎａ

目標③の達成に向けて １ｉｔｉ・ｔｉ帽 ｔ。Ａ ｈｉ鋸 ｔｈ Ｔ訂 ｔ３

チンバザザ動植物公園が国内でのＥＳＤ実施に向けたアクションプランを公表する
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動物園間の交流

　

マダガスカルの首都近郊の５つの動物園で、飼育・教育

技術の交流が行われました。今後も連携を深め、絶滅危
」帳種の保全繁殖と飼育展示の技術が向上し、マダガスカ

ルの生物多様性保全と教育において大きな役割を果た

すことが期待されます。

事業を通じて日常的に動物園間の交流が行わ
れるようになりました。

アクションプラン

クロックファーム
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地元の方々が委員会を設立し、ＶＯＡＲＹ終了後は学校で植林活動を継続

することなどを決めました。かまどを作る時間がない人たちのために、手作

りのかまどを販売する組合も結成されました。

　

チンバザザ動植物公園はアンジアマンギーラナに対して、情報や学校向

け教材の提供、研究協力などの支援を継続する予定です。
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ＶＯＡＲＹ終了後、チンバザザ動植物公園が持続可能な社

会づくりに取り組む活動を、１０年間のアクションプランに

まとめました。

　

活動を５ＤＧＳの１７のゴールと対応づけることにより、チ

ンバザザ動植物公園の活動と持続可能な社会づくりの関

係をわかりやすく示すことになりました。
”
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事 業 完 了 報 告 会

　　　　　　　　　　　　　　　　

Ｄぬ絶倫ｇ細雨

２０１９年１１月２２日にマダガスカル高等教育省で報告会

を開催し、チンバザザ動植物公園が作成した今後１０年間

のＥ～Ｄアクションプランを公表しました。
今後チンバザザ動植物公園が展開する生物多様性保

全への取り組みと、それを通じた持続可能な社会づくりの

第１歩が踏み出されました。
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おわりに

ＶＯＡＲＹ（動物園を拠点とする生物多様性保全のためのＥＳＤプロジェクト）では、マダガスカルの生物多様性の保全を願

い、チンバザザ動植物公園に対する技術移転や、野生生物の生息地の住民のための教育支援を行ってきました。チンバ

ザザ動植物公園や協力機関ＭＡＦ、日本側のスタッフが、」！ＣＡの支援のもとでお互いの距離や文化の違いを超えて情熱的

に事業に取り組んでくれました。事業が終了した後、日本人がいなくても活動が続くような協力をするべきであると考え、
あとに残るものが何かを考えながら試行錯誤してきた３年間でした。
事業では多くの活動を行い当初の目標をほぼすべて達成することができましたが、本当の評価をするためには、チンバ

ザザ動植物公園やモデル地区アンジアマンギーラナに何が根付き、育っていくのか、見守っていく必要があります。その－

方で、マダガスカルの政治経済の安定や発展がなければ、彼らの活動は多くの課題にぶつかることが予想されます。
マダガスカルの生物多様性保全と持続的な社会づくりに向けて、今後、多くの方々 の関心と支援があることを願います。
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この事業は下記をはじめとする多くの機関・方 の々ご協力により実施されました。深く御礼申し上げます。
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動物園を拠点とする生物多様性保全のためのＥＳＤプロジェクト概要編

　　　　　
アクションプランの完成を宣言するラントゥ園長

　　　　

会場の様子

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

．日本チームも発表しました
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